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地下鉄東西線「東山駅」こ番出日から徒歩約5分
京都市バス「岡崎公園美術館・平安神宮前」下車

徒歩約3分
「東山仁王門」下草徒歩約5分

東隣に有料駐車場(約20台 )がごさいます。
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京
都
観
世
会
一
月
例
会

翁

　

観

Ｌ

清

和

姥
大

江

広

祐

住
占
明
Ⅲ
人

江

信

行

従
者
中

村

宜

成

人
鼓
河

村

　

大

高

　

砂

　

側
一蘇
請

福

王

知

登

　

協
鼓
吉

阪

倫

平

従
者
喜

多

雅

人

ｈ
収
吉

阪

一
郎

間

　

　

　

浦
人

山

口

耕

道

脇
鼓

Ｌ

田

敦

史

福
の
神

二

時

１
１
分
頃
）

■
女

‐ヽ

―

‐
ヾ
　
ｉ
‐

胡
蝶

′
精

測

卜

街

濯

胡

　

蝶

＝
剌

白

頭

間

附

視

二
‐‐

（終
ｒ
予
定
　
五
時
半
頃
）

参
詣
人
甲
山

口

耕

道

参
詣
人
乙
小
斉
平
真
路

太
鼓
前

川

光

範

笛
杉
　
信
太
朗

太
鼓
前

川

笛
杉

太
鼓

一オ

笛
森

（後
見
）山

本

善

之

（地
謡
）

昔
冗

宮

崎

大

知

黒

川

　

亮

茂
山
千
三
郎

中

村

　

陸

（仕
舞
）

轟
側一ク
セ

チヘ
キ
リ

船

（四
時
頃
）

＝

河

村

和

嘉

動
餃
片

山

伸

吾

従
僧
原

鞍
馬
天
狗

韓鉾
艤
原

岩羽田

見

人茂河河樹茂

,11111村
‐
村
‐~F III

実緑和遥應良
Π)t里寿葵介倫

（能
）

（狂

言

）

福
の
神
茂
山
忠

１
郎

（能
）

面
箱
山

本

善

之

二
番
〓
茂
山
千
三
郎

千
歳
井
上
裕
之
真

林
喜
右
衛
門

井

上

嘉

介

浦

部

幸

裕

浦

田

保

親

片
山
九
郎
右
衛
門

吉

浪

壽

晃

―

‐
休
憩
　
十
分

―

―

旅
僧
福
王
茂
十
郎
一
　
は
動
協
一ヽ
勢
一雌
一一孵
舷

所
ノ
者
茂
山
忠
三
郎

―

‐
休
憩
十
五
分

―

・

裕
久
改

メ大

従
僧
岡

　

　

充

能
力
茂
山
千
三
郎

木
葉
天
狗
一Ш
太
‐
釜
ロ
エン一

（後
見
）

（地
話

）
片

山

峻

佑

橋
本
損
三
郎

橋

本

雅

夫

河

村

晴

久

谷
　
弘
之
助

河
村
浩
太
郎

宮

本

茂

樹

能

井

上

嘉

介

片
山
九
郎
右
衛
門

林
喜
右
衛
門

陸

小 人
鼓 鼓

曽谷

和 口

鼓正

堂壽

田 L

保敬

美介

武橋

日本

邦光

弘 史

官

川

卓

也

味青古松

方木橋 井

道正美

回喜邦樹

木
葉
天
狗
黒

川
　
　
一元

本
葉
天
狗
山
‐
粁
＝
　
　
眸匿

（後
見
）

市光

和長

後
見

杉深

浦 野

豊貴

彦彦

地
言手

橋 大寺 浅

本江澤井

忠泰拓風

樹正 海矢

分河味古

林村 方 田

道 晴  篤
治道玄史

後

讐  見
田松 河樹  ・
率野村下 地
釜浩和千 ま_
道 行貴慧 話

（地
話
）

（狂
言
後
見

）

黒茂

川忠
良「

【
お
知

ら
せ
】

今
後
の
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
当
日
券
販
売
の
有
無
や
催
し
物
の
内
容
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「字
幕
解
説
サ
ー
ビ
ス
」
専
用
端
末
は
千
円

（税
込
）
に
て
貸
出
い
た
し
ま
す
。

翁:解

説

数
あ
る
山

の
中
で
別
格
と
さ
れ

る

『翁
」
は
、
能
が
芸
能
と
し
て

整
う
以
前

の
祖
型
で
あ
り
、
新
年

を
言
祝
ぐ
に
最
も
相
応
し
い
神
事

で
あ
る
。
舞
台
に
第

一
に
登
場
す

る
の
は
神
体

の
翁
面
を
通
ぶ
面
箱

持
、
そ
れ
か
ら
直
面

の
翁
大
夫
、

千
歳
、　
二
番
三
、
以
下
諸
役
が
続

く
し
　
　

　

　

　

　

〈翁
ワ
タ
リ
〉

翁
大
夫
は
Ｉ
先
に
出
て
深
々
と

一
礼
し
、
笛
座
前
に
座
し
、
面
箱

が
前
に
置
か
れ
る
と

「と
う
と
う

た
ら
り
…
…
」
と
話

い
出
す
。
露

払
役

の
千
歳
が
颯
爽
と
し
た

「千

歳
ノ
舞
」
を
舞
う
間
に
白
式
尉

の

面
を
着
け
た
翁
大
夫
は

「坐
し
て

居
た
れ
ど
も
」
と
話

い
、
大
小
前

に
立

っ
て

「天
拝
」
「地
拝
」
を
し
、

祝
祷
の
謡

の
後
に
荘
重
な

「翁
ノ

舞
」
を
丼

い
始
め
る
。
三
節

の
各

終
り

に

「
天

・
地

・
人
」
の
足
拍

子
を
踏
み
、
坪
台
を

一
巡
す
る
と

再
び

「萬
歳
楽
」
と
大
拝
し
て
舞

い
納
め
る
．
而
を
外
し
て
面
箱
に

置
き
、　
一
礼
し
て
大
夫
は
千
歳
と

共
に
幕
入
り
す
る
。

〈翁
ガ
エ
リ
〉

続

い
て
狂

ｉｉ，ｉ方
の
三
呑
三
が
走

り
出
て
、
ま
ず
直
面
で
力
強
い

「揉

ノ
段
」
を
舞
う
。
そ
の
後
、
後
見

座
で
黒
式
尉

の
面
を
着
け
る
と
、

面
箱
持
と
の
間
答
を
経
て
鈴
を
受

け
取
り
、
「鈴
ノ
段
」
に
な
る
。
呪

術
的
な
舞
は
最
高
潮
に
達
し
た
と

こ
ろ
で
終
止
符
が
打
た
れ
、
舞
台

は
元
の
張
り
詰
め
た
静
寂
に
包
ま

れ
る
。
面
を
外
し
た
一
番
三
と
面

箱
持
、
後
見
、
脇
鼓
が
退
場

し
、

地
謡
が
後
座
か
ら
地
謡
座

へ
移
動

し
、
次
の
脇
能
が
始
ま
る
。

高
　
砂

九
州

の
阿
蘇

の
官
の
神
主

・
友

成
が
京
に
上
る
途
中
、
播
州
高
砂

の
浦
に
立
ち
寄
る
。
松
の
木
蔭
を

清
め
て
い
る
老
人
夫
婦
に
高
砂
住

吉
相
生
の
松
の
謂
わ
れ
を
尋
ね
る

と
、
老
人
は
高
砂
を

一万
葉
集
一、

住
吉
を

『古
今
集
」
に
た
と
え
、

松
の
寿
命
が
長

い
こ
と
か
ら
和
歌

の
道

の
繁
栄
を
寿
ぎ
、
和
歌
の
繁

栄
が
平
和

の
象
徴
で
あ
る
こ
と
を

教
え
る
。
松
の
功
徳
を
語
る
う
ち
、

老
夫
婦
は
実
は
相
生
の
松
の
精
で

あ
る
と
明
か
し
、
先
に
住
吉
に
行

き
お
待
ち
し
よ
う
と
言

つ
て
、
舟

に
乗

っ
て
沖

へ
出
て
行

っ
て
し
ま

■ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈中
入
〉

友
成
は
、
高
砂

の
浦
人
よ
り
相

生
の
松
の
め
で
た
さ
を
更
に
詳
し

く
聞
き
、
浦
人
の
船
で
高
砂
よ
り

住
吉
に
着
く
と
、
和
歌
の
神

・
住

吉
明
神
が
現
れ
て
泰
平
の
御
代
を

祝
福
す
る
の
だ

っ
た
。

胡
　

蝶

大
和
国
吉
野
の
奥
に
住
む
僧
が

花
の
都
を
見
物
し
よ
う
と
上
京
し

て

一
条
大
官

の
あ
た
り

へ
や

っ
て

く
る
。
そ
こ
に
山
緒
あ
り
げ
な
古

官
が
あ
り
、
そ
の
御
殿
の
階
段
の

そ
ば
に
梅
が
美
し
く
咲

い
て
い
る

の
で
僧
が
眺
め
て
い
る
と
、
誰
も

居
そ
う
に
な

い
家
か
ら

一
人
の
女

性
が
現
れ
て
、
こ
の
御
殿
や
梅

の

本
に

つ
い
て
語

っ
て
聞
か
せ
る
。

僧
が
女

の
素
性
を
問
う
と
、
実
は

自
分
は
人
間
で
は
な
く
胡
蝶
の
精

だ
と
あ

か
す
。
そ
し

て
春
、
夏
、

秋
と
草
木

の
花
か
ら
花

へ
と
戯
れ

る
身
だ
が
早
本

の
梅
花
と
だ
け
縁

が
な
い
の
が
悲
し

い
の
で
姿
を
変

え
て
お
す
が
り
し
て
法
■
経
の
功

徳
を
受
け
て
成
仏
し
た
い
と
願
い
、

荘
子
が
夢

で
胡
蝶
と
な

っ
た
故
事

や
光
源
氏
が
■
に
胡
蝶
の
舞
を
ま

わ
せ
舟
遊
び
を
し
た
こ
と
な
ど
を

語
る
。
や
が
で
、
も
う

一
度
御
僧

の
夢
の
中
で
お
会

い
し
よ
う
と
タ

空
に
消
え
て
ゆ
く
。
　

　

〈中
入
〉

僧
が
木
蔭

で
仮
寝
を
し
て
い
る

と
、
夢
に
胡
蝶

の
粘
が
現
れ
、
法

華
経
の
功
力
に
よ

つ
て
成
仏
し
梅

花
と
隔
て
の
な

い
問
柄
と
な

っ
た

こ
と
を
喜
び
、
花
に
飛
び
か
う
胡

蝶
の
舞
を
み
せ
、
や
が
て
春
の
夜

の
明
け
ゆ
く
牢

に
、
歌
舞
普
薩

の

面
影
を
残
し
て
性
に
ま
ぎ
れ
て
去

っ
て
ゆ
く
の
で
あ
ら
た
．

鞍

馬

天
狗

　
白
　
頭

鞍
馬
山
の
山
伏
が
花
見
を
す
る

べ
く
西
谷
に
赴
く
。
お
り
し
も
東

谷
の
僧
が
稚
児
を
伴

い
、
西
谷
に

来
る
。
桜

の
化
を
見
、
能
力
に
舞

を
舞
わ
せ
て
楽
し
む
と
こ
ろ
に
、

山
伏
が
入

っ
て
く
る
。
座
を
さ
ま

さ
れ
、
能
力
は
怒
り
、
追

い
出
そ

う
と
す
る
が
、
僧
に
と
ど
め
ら
れ
、

逆
に

一
同
が
帰

っ
て
い
く
。
後
に

は
山
伏
と
牛
若
丸
が
残
る
。
平
家

全
盛
の
中
で
、
疎
外
さ
れ
る
牛
若

丸
に
山
伏
は
心
を
か
け
、
神
通
力

で
各
地
の
花
を
見
せ
る
。
名
を
尋

ね
る
牛
丼
に
、
鞍
馬
の
大
大
狗
で

あ
る
こ
と
を
告
げ
、
兵
法
を
伝
授

す
る
こ
と
を
約
束
し
て
消
え
失
せ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〈中
入
〉

木
東
天
狗
た
ち
が
現
れ
、
牛
若

と
の
武
術

の
稽
古
に
備
え
、
頼
り

な

い
稽
古

の
様
を
見
せ
た
あ
と
、

り
り
し
い
出
立
ち
の
牛
若
丸
が
や

っ
て
く
る
。
や
が
て
老
天
狗
が
成

容
を
現
し
、
兵
法
を
伝
え
、
行
く

先
の
守
護
を
約
束
す
る
。

世
阿
弥
は
稚
児
を
幽
玄
な
も
の

と
記
し
た
ｃ
桜

の
幽
玄
、
稚
児

の

幽
玄
、
そ
し
て
山
伏
と
牛
若

の
間

に
生
ま
れ
る
感
情
。
美
し
く
、
し

か
も
力
強

い
部
分
も
あ
る
人
気
曲

で
あ
る
。

ぐ

お
客
様

へ
お
願

い

◆
都
合
に
よ
り
出
演
者
に
変
更
が
あ
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
《
翁
》
が
始
ま
り
ま
し
た
ら
、　
一
階
見
所

へ
の

お
出
入
り
を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
許
可
な
き
写
真
撮
影
・録
音
・録
画
は
お
断
り
い
た

し
ま
す
。

◆
上
演
中
は
、携
帯
電
話
な
ど
音
や
光
を
発
す
る
機

器
の
電
源
は
お
切
り
く
だ
さ
い
。

◆
見
所
（客
席
）
で
の
ご
飲
食
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
東
隣
に
有
料
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
す
。
満
車
の
際

は
岡
崎
公
園
市
営
地
下
駐
車
場
等
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【表
紙
写
真
】

（胡
蝶
一
片

山

幽

雪

金
の
星
渡
辺
写
真
場
撮
影

京
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令
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年
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）
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能

野

守

う)
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近

井
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暴

介

（狂
言
）
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叫
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生
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